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が，その微視的な機構はほとんど分かっていない。 NMR 法による定量的な研究が必要とされる所以である u
本研究では， i) アルミナ担持白金微粒子上の水素吸着サイトの種類とその吸着特性を詳細に調べるため， IH
NMR スペクトルの吸着量および温度依存性の測定を行い， ii) 吸着水素の結合状態について情報を得るため， IH
NMR と同時に 2H NMR スペクトル測定を行った。また， ii) H2 で還元処理， H 2 除去を行った試料に，重水素ガス
を吸着させ， IHNMR スペクトルの時間依存性を測定し，その定量的評価，解析を行なって水素のスピノレオーバー機
構を解明した。
室温における水素の吸着等温線は， Temkin 型のプロットをすると 2 種類の吸着サイトの存在を示唆する。すなわ
ち， ρζ0.3Torr の圧力領域で強い化学吸着が選択的に起り， ρ>0.3Torr の領域で弱い化学吸着が起りはじめるために
吸着量の増加が観測された。
水素ガスを吸着させた Pt/ALO:; の IHNMR スペクトルは， 3 成分から成っている。高磁場シフトした白金微粒子











kHz の四極子モーメントを持つ核に特徴的な線形を示す信号が観測されるが，これは担体アルミナ上の OD 基に帰属
できる。 2H 核に固有の核四極モーメント (Q) と電場勾配 (q) の聞の核四極相互作用の大きさは，核四極結合定数
(e2Qq/ h) で表されるが，アルミナ上の OD 基では e2 Qq/h=280 kHz となった。この値は O-D 結合に典型的な値であ
る。
一方，白金に吸着した重水素のピークは lH NMR と同様に 1 本しか観測されず，かつ線幅が約 1 kHz と非常に狭
い。したがって， 2H 核はほとんど球対称をもっ電荷分布の中にあると結論できる。室温と比べ低温 (ca. 150 K) では，
l.2 kHz 程度線幅が広がった。これは， 2H 間と 2H- 195Pt 聞の双極子一双極子相互作用から予想される線幅の広がりに
一致しており，低温での線幅の広がりは，双極子相互作用によるものと考えられる。 D が on-top サイトにあるとする
と，他の種々の金属水素化合物のデータと比較することによって，その e2 Qq/ h は '"'-'50 kHz と推定できるので，その
信号を直接観測することはほとんど不可能である。このピークは強い吸着サイト，すなわち hollow site にある 2H で




とがわかった。温度変化測定を行うと，遅い過程の交換速度が温度の上昇とともに速くなり， Arrhenius plot から活





ペクトル測定によって調べたもので，吸着点には on-top site と hollow site の二種類があること，その問で水素は速
い化学交換をしていること， hollow site の核四極結合定数が非常に小さいことなどを見出し，また，水素原子の spill­
over 現象の微視的な機構を明らかにした。よって，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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